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桃の実ＨＰ Instagram 

 

 

謹賀新年 

社会福祉法人緑成会 田中理事長より 新年のご挨拶 

  

あけましておめでとうございます 今年も皆様にとって佳い年でありますように 

 最近《桃の実》について嬉しいことが幾つもありました。その中の一つはご利用者の皆様に助けてい

ただいたこと。数百枚の封筒に訂正紙片を貼る仕事です。本来、私と同年代の人たちがやるべき某校同

窓会の作業でしたが、オジサン・オバサン集団はお茶とお菓子、昔話に花が咲くばかりでなかなか手の

方が動かない（笑）。そこで《桃の実》の皆さんに SOS、黙々と根気よく作業してくださり、丁寧な仕上

がりに感動した次第です。 

 一つは遠足に合流させてもらったこと。小学 1年以来ほぼ 70年ぶりの江の島水族館、皆さんと一緒に

歩き、相模湾を眺め・・久々に悠々とした気持ちになりました。〈悠々〉は〈悠々自適〉の如く老後の

場面に使われがちですが、さにあらず。〈悠々〉は「ゆっくりと落ち着いているさま」なので、むしろ

《桃の実》の日常で意識したい環境です。ご利用者や私が海辺で悠々とした時間を過ごせた蔭にはスタ

ッフの緊張と目配りがありました。9名のスタッフが 14名のご利用者に寄り添い、笑顔で話しかけつつ

安全確認、人数確認・・と。 

 今年は午年。馬は飛躍・挑戦・成功の象徴とのことで、昨今の高市さんの発言もあり「馬車馬のよう

に働く」印象も強いですが、日々追い立てられる環境からは良い結果は得られません。《桃の実》のス

タッフの如く、ご利用者お一人お一人に目を配り、全体の状況を把握し、次の動きを考える、これが社

会福祉の現場での働き方でしょう。 

 スタッフも私も穏やかな日々を大切にして、今年もご利用者の皆様とともに歩みたいと思います。 

 

 

あけましておめでとうございます 

皆様におかれましては健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます 

本年もさらなるサービスの向上に努めて参りますのでより一層のご支援ご鞭撻を頂ければ幸いです 

本年も宜しくお願い申し上げます 

桃の実職員一同 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

編集後記 

 

あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

今回の冬号では田中理事長に新年の挨拶文をご寄稿いただきました。愛読されている方も多

くいらっしゃることと思いますが、田中理事長は緑の郷広報誌「ナツミカンのコラム」執筆

者でお馴染みでもあります。また 11月末の江の島日帰り旅行の際には、サプライズで参加

されるなどして利用者・職員一同大変驚きましたが忘れられない大切な思い出となりまし

た。ありがとうございました。※今回の日帰り旅行は年末たすけあい募金の配分と緑成会の

理事の方よりいただいた寄付金を利用しております。皆様からお寄せいただいた温かいご支

援に心よりお礼申し上げます。（森） 

※次回の広報紙「ももだより」は４月発行予定です。 

保木公園清掃 

 

 

江の島日帰り旅行 

 

 

カプリチョーザ 

 

貝作 

 

新江ノ島水族館 

 

球根植え 落ち葉掃除 

 


